
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 指導上の留意点 

導入 
 
 
 
 
 
 
 

災害後の被災

地の生活につい

て知る。 
 

 

 

・災害後の被災地の生活において、必要な物について具体的に

考えさせる。 

 

・災害後の被災地の生活について、阪神・淡路大震災や東日本

大震災等の様子を知らせる。 

 

 

展開 
 

被災地に対し

て、自分たちに何

ができるかを考

える。 
 

 

・阪神・淡路大震災や東日本大震災で小学生が行った支援内容

を参考に、自分たちにできることを考えさせる。 

 

・災害後の経過時間によって、支援内容が変わる場合があるこ

とを理解させる。 

 

・被災地に望まれる支援について、生活に必要なものだけでな

く、被災された人たちの気持ちを理解することが大切である

ことをおさえる。 

 

 

まとめ 望まれる支援

についてまとめ

る。 

・相手の置かれている立場を考えて、支援することを知らせる。

 

 Ａ

Ｂ

Ｃ

学級活動 6 年 学級活動6 年 

題 材 の ね ら い  

教科等との関連  

展 開 例  

ぼくらができるひ災
さ い

地支
し

えん 
共に生きる

 

災害時に支援する側や支援される側の思いにふれ、被災地に望まれる支

援に取り組もうとする態度を育てる。 

 学級活動 （２）－ア 希望や目標をもって生きる態度の形成 

Ａ

Ｂ

Ｃ

集まったお金は、必ず大人が管理し、集計した上で公的な義援金等の受付機関に届ける。 

物資を届けるだけが支援ではなく、被災場所・被災状況によっては様々なボランティア

活動や、被災地の学校との交流など心を届ける支援もある。 

被災者によっては、返事を送りたくても送れない状況にある場合があることを理解さ

せ、返事等を求めないよう留意する。 


